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第420号
（平成11年12月号）
[ 12月のトピックス｜
く〉大学関連携の第一歩として、富山医科薬科大学友び富山県立大学との大学院間単位互換協定を締結く〉
企協定書を取り交わし握手（左から高久宮山医科薬科大学長、 時津学長
川端富山県立大学長（12月14日 事務局中会議室）
-1-
平成12年1月発行 学
関 係 法 令 一 一一一一一一 一一一一 ………………………… 3 
E者
学
4宜』玄 議 一一一一一一一 一一一一一一…………………… …… 3 
事
． 富山医科薬科大学及び富山県立大学との大
学院問単位互換協定を締結一一一一一一一…………… 4 
. 学位取得者一… ー一 一一 一一一一一一一一一一一一一 5 
。 平成11年度科学研究費補助金交付 決定者一
覧 一一一一一....・－………一一一一 ー ー・ …一一一一一一一一一一一 5 
人 事 異 動一一一一一一一一……………… 一一一一一 6 
学 内 諸 報
. 五福キャンパスの構内一斉清掃 を実施一一一一一 7 
. 平成11年度生涯生活設計セミナーを開催… 7 
． 外国人研究者及び留学生等との懇談会を開
催…一一一一一一ー ー………… …ー … ………… 一一一一一一一 8 
． パージニア大学工学・応用科学部と学術交
流協定を締結一工学部一 一一…一一一一一一一一一一 8 
幸日 第420号
. 原田 康夫 広島大学長を講師 に迎えて特別講
演会を開催一一ー ’ 一一 一 一一一一ーー一一一一一一一 9 
． 学生の就職活動を支援するため各種就職ガ
イダンスを開催 ー ー………一 一一一一一一一一一 9 
． 交通安全講習及び自衛消防訓練 を実施一教
育学部一…………ー ー 一 一 ー 一一一……一一一一一一一一 10
． 富山県教育委員会との連絡協議会を開催並
びに「心と教育の相談室」 の表 札 を上掲一教
育学部一一一 一一一ー …一一一一一一一一一一一一 一一一 . 1 0  
． 海外渡航者一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 11
職 員 消 息
． 住所 変更一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一 12
． 新任者住所 ー 守 一 一一一一一一一一一一一ー一一一一一… 12
・ 改 姓一一一一一一一一一一一一 一 ・ ・ . . 一一一一一 一一一一一 12
． 言ト 報一一一一一一一一一一一一一一一一ー………… ーー 一 12
主 要 行 事一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 ー 13
資 料
. 学位（博士）授与者名簿 一…一一一一一一一………… 15
企工学部 と学部間学術交流協定を締結した
パージニア大学のキャンパス（12月8 日撮影）
- 2-
平成12年1月発行 学 報 第420号
昌也ミ）［！）
（法 律）
0 中央省庁改革関係法施行法(160 ) （平成11.12.22
官報号外第251号）
0 独立行政法人 大学入試センタ一法(166) （向上）
0 独立行政法人国立少年自然の家法(17 0) （同上）
0 独立行政法人水産 大学校法(19 1) （向上）
0 独立行政法人航空 大学校法 （215) （向上）
0 独立行政法人の業務実施の円滑化等 の ための関係
法律の整備等に関する法律 （220) （向上）
0 固と民間企業との間の人事交流に関する法律 （224)
（平成11.12.22 官報号外第252号）
（政 令）
0 核原料物質， 核燃料物質及び原子炉の 規制に関 す
る法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令
の整備に関 する政令（39 8) （平成 11.12.10 官報号
外第241号）
0 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正
する法律の施行に伴う関係政令の整理等に関する政
令（408) （平成11.12.22 官報号外252号）
（規 則）
0 人事院 規則 1ー0 （規則の法的根拠）の一部を改
正する人事院 規則（人事院 1 -0-1 ) （平成11.12.
22 官報号外第252号）
0 交流審査会 （同 2-11）（向上）
0 固と民間企業との問の人事交流 （同21 0ー ) （同
上）
0 人事院 規則17 -0 （管理職員等の範囲）の一部を
改正する人事院 規則（同17 -0 -1 ）（平成11.12.24
官報第2777 号）
ミ』司司
第12回評議会（臨時）(12月3日）
（審議事項）
(1) 富山大学の基本 目標の 項目立てについて
(2) その他
第3回大学開放事業（夢大学in TOYAM,A’ 99 ）実施
調整委員会（12月10日）
（審議事項）
(1）平成11年 度夢大学in TOYAMA’ 9 9の実施結果
について
(2）平成12年度夢大学in TOYAMAの実施計画につ
いて
(3) その他
第15回将来計画委員会(12月13日）
（審議事項）
(1) 本学の将来構想・特色について
(2) その他
第120回情内交通対策委員会（12月13日）（審議事項）
(1) 入構許可証の発行について
(2) その他
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第6回数養教育委員会(12月15日）
（審議事項）
(1) 教養教育 担当教員の配置に関する申し合わせにつ
いて
(2）将来計画委員会 中間 まとめ （教養教育） に係る
検討の進め方について
(3) その他
第5 回学生生活協議会（12月16日）
（審議事項）
(1) 平成12年度入学生行事日程 （案 ） について
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(2) 第4 5回（ 平成12年度 ） 大学祭実施に伴う休業 日
（案） について
(3) 平成1 2年度入学試験合格者へのダイレクトメール
について
(4) その他
第3回部局長会議（ 12月17 日）
（議 題 ）
(1) 学長主催による 外国人 研究者及び留学生との懇談
会の実施 結果について
(2) 富山医科薬科大学附属図書館との相互利用の推進
について
(3) 五福地区構内一斉清掃の実施 結果について
(4) 平成12年度政府予算編成日程について
司
報 第420号
(5) 富山大学の将来構想・特色について
(6) コンビュータの 2000年問題について
(7) その他
第13回評議会(12月17 日）
（ 審議事 項）
(1) 富山大学附属図書館長候補者の選考について
(2) その他
第3回年史編纂委員会(12月22日）
（審議事項）
(1) 年史の執筆状況について
(2) 年史編纂の 今後の進め方について
司
富山医科薬科大学及び富山県立大学との大学院閥単位互換協定を締結
本学では， 1 2月14日事務局中会議室において ， 富山医
科薬科大学及び富山県立大学との 3大学大学 院問におけ
る単位E換に関す る協定の調印式を挙行 しました。
式では， 時津学長から「 21世紀に向け大学が連携し学
問領域を広げることで， 学生の 教育や新しい研究分野の
誕生に役立てたい」旨挨拶があり， 次いで， 高久富山医
科薬科大学長から「個性あふれる大学にす るための 第一
歩」， 川端富山県立大学長から「今後は学部まで広げた
連携を 目指したい」との挨拶がありました。引き続き．
各学長が協定書に， 各研究科長が協議書にそ れぞれ署名
した後， 協定書の取り 交わしが行 われ， 滞りなく式を終
了しました。
この 協定に基づき， 平成12年 4 月から， 本学大学 院理
工学研究科 10専攻， 富山医科薬科大学大学 院薬学研究科
1 専攻及び富山県立大学大学 院工学研究科 3専攻の 3研
究科 14専攻聞において， 相Eに学生を受け入 れ， 所定の
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授業科 目が履修できるように なりました。 3大学大学 院
修士課程の学生 交流が進展す ることで， 本学の 教育研究
がより活性化す ることが期待されます 。
企協定書に署名する 時運学長（中央）， 高久富山医科
薬科大学長（左）． 川端富山県立大学長（右）
平成12年1月発行
学
第420号報
所属・職 ・ 氏 名
学 位 の 種 類
取 得 年 月
学 位 論文 名
論文 の 要 旨
学 位 取 得 者
理学部 助 手 菊池 万里
博士（情報科学）（東北大学）
平成1 1年1 1月11日
An alytic studies of Ban ach fun ction spaces an d martin gales 
（パナッハ関数空間とマルチンゲールに関する解析学的研究）
マルチンゲールは， 公平なゲ ムーやブラウ ン運動などの数学的 モデルである。 本論文では， マル
チンゲールと. LP －空間， Orlicz空間， Loren tz空間などの一般化 である パナツハ関数空間との関
連をテーマとし， 主に次にあげる結果を得た。
0 パナッハ関数空間における 増加確率過程のための不等式 ， 及びマルチンゲール不等式 を確立
した。 更に， 得られた不等式 は， 実解析学においてよく知られたBoyd - Shimogakiの定理と同値
であることを証明した。
0 パナッハ関数空間Xにおいて， フィルトレーションに依存することなくDoob型マルチンゲー
ル不等式 が成 立すれば， Xは再配分不変性を持つことを証明した。 これにより， 再配分不変空間
の新しい特徴づけ を得た。
0 ある種の一様可積分なマルチンゲールがノルム収束する よ うな， パナッハ関数空間 の特徴づ
け を与えた。
0 パナッハ関数空間を用いて， マルチンゲールのハーデイ空間を定義し， その空間の双対空間の
表 現定理を確立した。
平成11年度科学研究費補助金交付決定者一覧
研 究 代 表 者 交付決定額 配分 予 定額
研究種目 研 究 5果 題
所 属 職 氏 名 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度
B中間子物 理とニュート リ 千円 千円 千円 千円基盤研究（C)(2) 理 学 部 助教授 栗 本 1孟 ノ 物 理による新素粒子模型
の 探求
1,900 500 300 500 
理 学 部 教 授 金森 寛
ホヤによるパナジウ ム還元・ 2,300 700 。 。，， 濃縮機構の化学的研究
海底電磁気観測で探る 西九
奨励研 究（A} 理 学 部 助教授 藤 浩明 州プリ ュ ムー・テクトニク 1,100 1 ,100 。 。
ス
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異動区分 発令年 月日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 d合－ 
昇 任 12. 1 . 1 矢 後 和 子 庶務部庶務課専門職 員 庶務部人事課課長補佐
，， 真 田 敏 江 附属図書館情報管理課総務主任 庶務部庶務課専門職 員（企画調整担当）
，， 高 尾 京 子 附属図書館情報サーピス課 附属図書館情報サーピス諜参考 調査係参考 調査主任
，， 前 川 要 助教授 人文学部（国際文化学科文化環境論） 教 授 人文学部（国際文化学科文化環境論）
配置換 12. 1 . 1 前 田 邦 樹 庶務部人事課課長補佐 庶務部庶務課課長補佐
休 職 11. 12 . 16 松 井 博 文 庶務部企画室企画係庶務主任 休 職（～12. 2 . 29) 
古宇 戦 11. 12. 31 涌 井 三枝子 庶務部庶務課課長補佐 辞 職
退 職 11. 12 . 22 松 井 輝 代 臨時用務員（教育学部炊婦） 平成11年 12月21日 限り退職
，， 堰 免 芳 子 イシ ，， ，， 
か 仲 谷 千鶴子 。 。 イシ
11 . 12. 25 近 藤 俊 彦 事務補佐員（附属図書館情報サ』ピス課） 平成 11年 12月24日 限り退職
，， 高 山 恭 一 ，， � ウ
，， 稲 葉 智 裕 ，， ，， ，  
，， 甲 斐 英 高 。 ，， ，， 
。 中 根 ー 剛 。 。 ゐ
。 加 藤 奏 。 。 ，， 
，， 本 江 隆 典 ，， ，， ，， 
，， 望 月 昇 ，， ，， ，， 
11. 12 . 29 柳 瀬 珠 美 事務補佐員（附属図書館情報管理課） 平成11年 12月2 8日 限り退職
職務命令 12. 1 . 1 矢 後 和 子 庶務部庶務課専門職 員 企画調整担当を免ずる
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五福キャンパスの一斉清掃を実施ー291名の教職員・学生が参加ー
本学では， 「教育研究の場にふさわしい学園環境の維
持」 を目的として ． 毎年2回五福キャンパスの一斉清掃
を実施しています 。 今年度第2回目の一斉清掃 は， 12月
1 日 から 7 日 までの間で， 各部局ごとに適宜 1日 をあて
て笑施され， 時i幸学長をはじめ総勢291人の教職員・学
生が参加しました。
本部及び各部局では， 定められた時間帯に教職員・学
生が参 集 し， 担当区域の落ち葉 ， 空缶及び吸殻等のゴミ
収集と溝の清掃 などを行い 心地よい汗を流していまし
た。
A 事務局前で挨拶する 時津学長（左端）／率先遂行の時濠学長（中央）
平成11年度生涯生活設計（退職準備）セミナーを開催
去 る12月3 日 ， 本学主催により平成11年度生涯生活設
計（退職準備） セミナーが開催されました。
このセミナーは， 近 年の高齢化社会の急速な進行の中，
県内各国立学校等に在職する中 ・ 高齢の教職員に対して
経済面並びに健康等に関する知識を付 与し， 今後の生涯
生活設計を支援するため開催されたもので， 会場となっ
た黒田 講堂には 83名の教職員が出 席 しました。
セミナーでは， はじ めに水上事務局長から開会の挨拶
があり， 引き続き午前の部として， 「退職後 の生活設 計
について」（講師 新津憲生 教職員生涯福祉財団企画・
企 開会の挨拶をする 水上事務局長
出 版部 長）， 「余暇の活用について」（講師 大石 昂
生涯学習教育研究センター教授） の二つの講演がありま
した。
午 後の部では， 「健康管理面について」（講師 寺津捷
年 富山医科薬科大学医学部長）．「介護保険制度につい
て」（講師 佐近 成昭 富山市 介護保険課主幹）． 「金融
自由化の中での資産運用についてJ （講師 鴨 井克 之
北陸銀行営業渉外部推進役） の 3 つの講演があり， 出 席
した職員は要点をメ モするなど熱心に聴講していました。
A 講演中の新津憲？
財教職員生涯福品財団部長
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「外国人研究者及び留学生等との懇談会jを開催
-350人が国際交流の進展を願い、 和やかに懇談－
去 る12月 8 日 ， 「学長主催による外国人研究者及び留
学生等との懇談会Jが市内の名鉄トヤマホテルにおいて
開催されました。
会場には， 時津学長はじ め能登谷学生部長， 塩津留学
生センター長， 各部局長， 国際交流委員会委員， 各指導
教官， 留学生担当職員と本学に在 籍する中国， マレイシ
ア， ロシア， 韓国など20ヶ国の外国人研究者， 教員， 留
学生及び日 頃留学生がお世話になっ ている日 本語課外補
講の講師 ， 五福校下アパート組合 関係者等約350名が出
席 しました。
懇談会は， はじ めに時浮学長から， この懇談会を機会
に教職員と留学生等がお互いの文化を理解し， 国際 交流
の一層の促進を図っ てほしい旨挨拶 があり， 続いて贋岡
理学部長の発声により乾杯し． 懇談に入りました。
アトラクションでは， 中国歌謡の合唱， 台湾 の歌と踊
り， 韓国歌謡の合唱， マレイシア歌謡などが披露され，
留学生が母国の民族衣装をまとっ て多彩な歌や蹄りを発
表 するたびに， 会場は国際色豊かな華やいだ雰囲気で盛
り上がりました。
終わりに， 毎年恒例になっ ている学長を囲んでの合唱
と参加者全員による踊りを行っ た後， 能登谷学生部長か
ら閉会挨拶 があり， 盛会のうち に終了しました。（関連
写真を1 6ペー ジに登載）
パージ＝ア大学工学・応用科学部と学術交流協定を締結ー工学部一
工学部では， 12月 8 日 に パー ジニア大学工学・応用科
学部（アメリカ， パージニア州）と学部関学術交流協定
を締結しました。
パー ジニア大学で行われた調印式 には， 宮下工学部長，
松田 健二教官， 大場事務長補佐が出 席 ， リ チヤー ド・ミ
クサド工学・応用科学部長と宮下工学部長がそれぞれ協
定書に署名し， 学術交流の発展を誓いあいました。
ノTー ジニア大学は， 第3代アメ リカ合衆国大統領のトー
企 協定調印を終え握手する 宮下工学部長（ 前列中央）
とリチヤード・ ミクサド工学・応用科学部長（前列右）
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マス・ジェファーソンにより1 819年に設立され， 現在9
学部， 約2,000人の教官と約1 8500人の学生からなる州立
総合大学です。 1998年のUS News社による全米州立大学
ランキングでl 位にランクされるなど歴史的にも学術的
にも高い実績を誇っ ています。
この協定締結により， 今後， 両学部聞における学生の
交換留学， 教官の交流及び共同研究等が活発 に行われる
ことが期待されます。
企 パージニア大学キャンパス
平成12年1月発行 A孟4ザー 報 第420号
原因康夫広島大学長を講師に迎えて特別講演会を開催
教務委員会では大学教育の改善充実に資するため， 12
月 8 日 原田 康夫 広島大学長を講師 に迎え， 黒田 講堂にお
いて特別講演会を開催しました。
原田 学長は， 「広島大学の 教育改革の現状と今後の改
革について」 と題して講演を行い， この中で学校 教員養
成 系学部の統合整備や大学院重点化など広島大学の具体
的な改革内容の説明がありました。 また， 学生の 教育と
いう観点から， 国際化， 高度情報化社会に対応できる人
材を養成 できない大学は， 社会から評価されない。 した
がっ て今後， 大学は外国語教育， 情報教育に一層力を入
れるべきとの見解が示されました。
講演会場には約130名の教職員が出 席 し ． 熱心に聴講
しました。
企 講演中の原田康夫広島大学長
学生の就職活動を支援するため各種就職ガイダンスを開催
本学では ． 学生の就職支援活動の一環として， 10月下
旬から各学部・学生部において各種の就職ガイダンスを
開催しています。
この ガイダンスは， 平成9年度から就職協定が廃止さ
れたことに伴い， 企業の採用活動の早期化， 長期化， あ
るいは採用方法の多様化等の動きに対応するため， 就職
希望学生に早く職業意識を持たせ ． 就職活動の進め方な
どを身につけ させることを目的に行われているものです。
今年は， 全学対象の ガイダンスとして， 就職 情報会社
の講師 による「自己分析と企業研究の進め方jなど就職
情報全般にわたるもの（11月17日 ）， 「就職活動の心構え
と面接対策」 として面接に重点をおいたもの（12月1 日 ），
人事院中部事務局の採用担当者による「国家公務員採用
I · II種試験の概要や任用制度J( 11月15日 ） を開催し
ました。 また， 官庁個別説明会として， 関係機関の人事
企 模擬面接（12月1日）
担当者による「国税専門官， 裁判所 職員の採用試験」 (12
月 6 日 ） を開催しました。
最近 になっ て， 「ょうやく景気にほの明るさが見えて
きた」 という報道があ りましたが， 本学学生の就職を取
り巻く状況は， リストラなどの厳しい雇用情勢により大
変厳しいものがあります。
このような情勢を反映し， 各講演会・説明会には延べ
約450人の学生が参加し， 企業の求める人材像や就職環
境， 就職活動の ポイントなどを開き， 身を引き締めて熱
心にメ モを取っ ていました。 また， 会の終了後には， 学
生が講師 に質問する姿が度々見られ， 時宜を得た効果的
なガイダンスであっ たといえます。
なお， この後， 1 月下旬には教員・地方公務員の採用
試験説明会を予定しています。
企 全学就職ガイダンス（11月17日）
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交通安全講習及び自衛消防訓練を実施ー教育学部一
教育学部では， 12月15日 ， 主に 3年次及び 4 年 次学生
を対象とした交通安全講習会を開催しました。
講習では， 富山警察署の担当官からビデオと資料によ
り 1 時間にわたっ て実際 に起きた交通事故の悲惨な現場
の状況や事故原因の解説がありました。
また， 富山県内の交通事故の特徴として， 飲酒， 暴走
事故が多発していること， 若者が当事者となる事故が多
いこと， 高齢者が被害者となる事故が多いことなどの説
明があり， 参加した約 80人の学生は交通安全に対する意
識を新たにしていました。
企 交通安全講習会の模様
さらに， 12月20日 には 「火災はどんな状況で起こるか
わからないJとの判断のもと， 自衛消防訓練 を実施しま
した。
石油ストーブ等の暖房器具を使用する時期に当たり，
消火器や屋内消火栓を使用した消火訓練 を中心に実施し，
その後， 火災報知器が鳴動した 際 の対応について， 説明
会を行いました。
前日 から雪の降り続ける悪天候でしたが， 塚野学部 長
をはじめ， 教職員並びに学生が多数参加し， 初めて消火
器を使用する女子学生もいるなど大変有意義な訓練 とな
りました。
企 雪降る 中で消火器を操作する 学生達
富山県教育委員会との連絡協議会を開催並びに
日心と教育の相談室jの表札を上掲一 教育学部一
教育学部では， 12月22日 ， 富山県教育委員会との連 絡
協議会を同学部大会議室で開催しました。県教育委員会
からは， 金井教育次長をはじめ県総合 教育センタ一所 長
ら 8名が， 同学部から， 塚野学部長をはじめ評議員ら 8名
が出 席 しました。
協議会では， 学校教育相談実践業務に係る連 携， 現職
教員の再教育， 教育実習の実施及び教員採用等の諸課題
について， 活発な意見交換が行われ， 最後に， 地域の教
育の発展と教育水準の向上等を図るため， 相互の共通理
解の下， 密接に連 携協力を推進することを確認しました。
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企 連絡協蟻会の模様
平成12年1月発行 学
また， 同協議会終了 後には， 同学部附属教育実践研究
指導センターに開設された 「心と教育の相談室」．の表 札
を， 塚野学部長と金井教育次長の手により上掲しました。
同相談室は， いじ め・不登校等の子ども だけでなく ， 親
や教師 の悩みに応じ る窓口 として開設されたもので， 県
内における学級崩壊問題などの解決に寄与することが期
待されています。
報 第420号
.... 表札を上掲する嫁野教育
学部長（右）と金井県教
委教育次長（左）
⑤⑨⑧⑥⑤ 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 間
11. 12. 1 
外 国 出張 工 学 部 助教授 西 村 克 彦 オ ー ス ト ラ リ ア 低温核偏極施設において共同研究
11. 12. 20 
第3回B物 理と C Pの破れ国際会 11. 12. 2 
理 学 部 助教授 栗 本 猛 i口a、 湾 議に出 席 ， B中間子物 理に関する
研究打 合せ 11. 12. 9 
台湾集積地 震による活断層上の土
11. 12. 4 
理 学 部 教 授 竹 内 章 台 湾 木 構造物被害調査 11. 12. 6 
IMS Workshop on R巴action-Dif 11. 12. 5 
理 学部 助教授 池 田 栄 雄 中 国 fusion S ystemsに出 席 ， 研究発
表 11. 12. 12 
アジア・オーストラリアモンスー 11. 12. 5 
理 学 部 助教授 川 村 隆 一 ア メリカ合衆国 ン国際シンポジウ ムに出 席 ， 研究
発表 11. 12. 9 
パー ジ、ニア大学との学術交流に関
11. 12. 6 
工 学 部 教 授 宮 下 尚 ア メリカ合衆国 する協定の締結 11. 12. 13 
パージニア大学との学術交流に関 11 . 12. 6 工 学 部 助 手 松 田 健 二 アメリカ合衆国 する協定の締結 11. 12. 13 
事務長 パージニア大学との学術交流に関
11. 12. 6 
工 学 部 大 場 克 晃 ア メリカ合衆国補 佐 する協定の締結 11. 12. 13 
「国際商事仲裁の実態 研究」 に関
11. 12. 11 
経済学部 助教授 i峯 井 啓 ア メリカ合衆国 する資料収集， 研究打 合せ 11. 12. 19 
地球自由振動によるコ アの構造と 11. 12. 12 理 学 部 教 授 川 崎 一 朗 アメリカ合衆国 ダイナミクスに関する研究打 合せ 11. 12. 19 
第4回韓国多変数国際集会に出席，
11 . 12. 12 
理 学 部 教 授 東 川 和 夫 大 韓 民 国 研究発表 11. 12. 20 
アメリカ地球物 理学連合1999年秋 11 . 12. 13 理 学 部 教 授 竹 内 章 ア メリカ合衆国 季大会に出席 ， 研究発表 11. 12. 19 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 間
11. 1 2. 20 
外 国 出 張 人文学部 助教授 呉 人 恵 ロ ン ア 連 手目 コリャーク語資料収集
1 2. 1 . 14 
11. 1 2. 23 
人文学部 教 授 小谷仲 男 ノT キ ス タ ン ガンダーラ美術に関する資料収集
1 2. 1 . 7 
マラソン走行中の心拍数に関する
11. 1 2. 11 
教育学部 助教授 橋 爪 和 夫 ア メリカ合衆国 研究 11. 1 2. 16 
マラソン走行中の心拍数に関する
11. 1 2. 11 
海外研修 教育学部 教 授 山 地 啓 司 ア メリカ合衆国 研究 11. 1 2. 16 
アメリカ地球物理学連合秋季大会
11. 1 2. 11 
理 学 部 助 手 渡 遁 了 ア メリカ合衆国 に出席， 研究発表 11. 1 2. 18 
���� 
〈住所 変更〉
部 局 職 氏 名
経済 学 部 助 教 授 白 石 俊 輔（ 管理 科 学 ）
工 学 部 助 教 授 堀 田 裕 弘（通信システム工学）
’u 
事 務 補 佐 員
（エネルギー・職工学） 吉 田 由香里
〈新任者住所 〉
部 局 職 氏 名
工 学 部 助 教 授 山 口 昌 樹（細胞物性工学）
〈改 姓〉
部 局 職 氏 名 ！日
工 学 部 事 務 補 佐 員 吉 田 由香里 自鳥（エネルギー－環虹学）
報
1 2月に， 名誉教授お一人がお亡くなりになりました。
ここにご報告するとともに， 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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四谷 平治 氏
（名誉教授）
1 2月 24日 逝去
享年81歳
姓
平成12年1月発行
尚子
報 第420号
司f!)flil�
本 音E
12月1 日 第3回セクシュアル・ハラスメント等対応 委
員会
第5回自己点検評価委員会教育活動専門委員
b、
:z::;; 
五福地区構内一斉清掃
就職に関する講演会
2 日 第l回水質保全センター運営委員会
平成11年度第2 回全国就職指導ガイダンス
（名古屋大学）
3 日 平成11年度生涯生活設計セミナー
第12回評議会（臨時）
平成12年度推薦入学， 帰国子女 ・社会人特別
選抜入学試験合格発表
6 日 公務員採用試験に関する説明会
7 日 第12回大学教育検討委員会
8 日 特別講演会（教務委員会主催）
演題「広島大学の教育改革の現状と今後の
改革について」
講師 原田 康夫 広島大学長
学長主催による外国人研究者及び留学生との
懇談会（名鉄トヤマホテル）
9 日 国立大学・高専課外活動担当課長等懇談会
（能登青年の家）
10日 第3回大学開放事業実施調整委員会
11日 体育会総会
13日 第120回構内交通対策委員会
第15回将来計画委員会
13～17日 人文学部推薦入学願書受付
14日 第8回事務協議会
富山医科薬科大学及び富山県立大学との単位
E換協定調印式
15日 第6回教養教育委員会
平成 12年度大学入学者選抜大学入試センター
試験入試担当者連絡協議会（東京郵便貯金ホー
Jレ）
16日 第5回学生生活協議会
17日 第3回部局長会議
第13回評議会
20日 第 8回国際交流委員会留学生部会
第3回国際交流会館運営委員会
21日 第 4回教養教育委員会実施専門委員会
事務組織改善検討委員会学生部会
学務関係担当者会議
22日 第6回自己点検評価委員会教育活動専門委員
,6... 
Z耳
SC S事業連絡協議会（メディア教育開発セ
ンター）
2 4日 第3回自己点検評価委員会研究活動等専門 委
員会
第7回自己点検評価委員会管理運営専門委員
A 
:z::;; 
学位記（博士）授与式
人 文 学 部 1
12月1 日 教授会
教授会（人事）
8 日 学部自己点検評価委員会
学部将来計画委員会
9 日 学部図書 委員会
10日 学部将来計画委員会
15日 学部教務委員会
17日 学部学生生活委員会・就職指導委員会
学部国際交流委員会
21日 学部広報委員会
22日 教授会
教授会（人事）
研究科委員会
教 育 学 部 ｜
12月1 日 学部入学試験委員会
研究科委員会小委員会
附属養護学校避難訓練
4 ～5 日 教員養成 大学教官等研究集会（福島大学）
6 日 学部紀要編集 委員会
7 日 学部教務 委員会
平成12年度附属幼稚園入園児発育検査（ 3 歳
-13ー
平成12年1月発行 品ザ且ー 報 第420号
児） 理 学 部
平成1 2年度附属養護学校入学者発育検査
8 日 研究科委員会 1 2月1 日 理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会 教授会
人事教授会 人事教授会
平成1 2年度附属幼稚園入園児発育検査（ 4 歳 6日 学部施設委員会， 学部将来計画委員会の合 同
児 ） 委員会
附属養護学校合格者発表 8 日 学部教務委員会
9 日 附属幼稚園発育検査合格者発表 学部学生生活委員会
10日 附属幼稚園入園児第2次選考（抽選） 13日 学部情報化対策委員会
15日 交通安全講習会 15日 学科長会議， 学部将来計画委員会との合 同 委
学部将来計画委員会 員会
1 8日 附属幼稚園第 2 学期終業式 理工学研究科博士後期課程部会専攻長会議
20日 消防訓練 1 7日 学部入試改善委員会
附属中学校及び附属養護学校第 2 学期終業式 22日 学科長会議， 学部将来計画委員会との合 同 委
22日 富山県教育委 員会と富山大学教育学部との連 員会
絡協議会（大会議室）
附属小学校第 2 学期終業式 l工 学 部
24日 学部学生生活委員会
1 2月1 日 教授会
経 i斉 学
専任教授会
自己点検評価に係る検討委員会
1 2月1 日 人事教授会 3 日 学部教務委員会
研究科委員会 6日 将来計画に係る検討委員会
教授会 1 4日 学部教務委員会
夜間主コース学生対象就職ガイダンス 15日 教授会
7 日 就職ガイダンス 専任教授会
学部教務委員会 理工学研究科博士前期課程工学部会
8 日 教授会 工学研究科博士後期課程 委員会
13日 学部教務委員会 理工学研究科博士後期課程部会専攻長会議
15日 学部学生生活 委員会（持ち回り） 20日 外国人留学生 委員会
人事教授会 将来計画に係る検討委員会
教授会 21日 教授会
1 6日 公務 員試験対策ガイダンス
20日 教授会運営合理化検討委員会
21日 学部国際交流委員会
学部教務委員会 1 2月1 ～2 日
2 2日 人事教授会 ハーン総合コレクションデータベース作成 委
教授会 員会（島根大学附属図書館）
28日 将来構想等検討委員会 8 ～9日 国立大学図書館協議会（東地区）シンポジウ
ム（横浜国立大学）
22日 第3 四年史編纂委 員会
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地域共同研究センター ｜
12月 7 日 特別講演会
学
演題 「国際競争の中で生き残るためのグ
ローパ；ルソーシング」
講師 北野 芳則Y K K側副社長
10日 大学院生教育講座
27日 第7回運営委員会
ミ』
学位（博士） 授与者名簿（平成11年12月24日 ）
博士の専攻 氏 名 吾l>·問
分野の名称
文
報 第420号
生涯学習教育研究センター
12月16日 第l回公開講座専門委員会
司
題 名 授与年月日 備 考
博士（工学） 吉本 隆志
一面冷却型熱衝撃実験法による超硬質工具材料の熱衝撃下の
平成11年3 月31日 課程修了
き裂進展特性に関する研究
博士（工学） 瀧田 朋広 結晶粒組織の制御による モ リ ブデンの強靭化に関する研究 平成11年12月24日 論文提出
企 悪天候の中、 放水訓練（12月20日 教育学部）
... キャンパスから見た冬の立山連邦
( 12月28日 事務局屋上から）
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恒例の「学長主催による外国人
研究者及び留学生等との懇談金l
大いに盛り上がる
(12 月 8 日 名鉄トヤマホテル）
件ム寸ー 幸日 第420号
（左上） ロシア3人娘の歌
（左下） 教職員も参加しジェンカを踊る
（右上） 韓国舞踊を披露
（右中央） 時運学長を囲み．「だんご三兄弟Jを熱唱
（右下） マレイシア歌謡を披露
（関連記事を 8ページに記載）
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